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This report deals with the properties of the bottom soil of the Ariake Sea and the con-
dition of its accumulation. This is a part of the research work which has been conducted 
since the 1974 fisca1 year for the fundamenta1 study on the utilization of the Ariake Sea. 
The 48 samp1ing points are 10cated at the shallow area of the Ariake Sea where the year1y 
growth of the tidal land is remarkab1e. The following results were obtained from the 
investigation. 1) The specific gravity of the bottom soil was relatively large (2.64-2.83) 
at th巴0部horeof the Hayatsue river and became smaller toward that of the Hattae river 
and the Rokkaku river二 Havingthe minimum value (2.58) at the 0品horeof the Rokka1王u
river， itbecomes larger (2.60-2.69) toward the 0品horeof the Fukudomi Kantaku (sea 
reclamation work) and the Ariake Kantaku. 2) The sand cont巴ntof the bottom soil was 
maximum at the 0品horeof the Hayatsue river and decreased toward that of the Rokkaku 
nverヲandincreased toward the w巴st，being minimum at the gut of the Rokkaku river. 
3) The maximum accumu1ation depth of the bottom soil was 55 cm per year. 
まえがき
有明海浅海域は，大きな潮汐の作用と河JlIから流下する多量の微級!な土粒子とによって，年々
子潟が発達し千拓適地とてEっていくとともに，海苔その他の沿岸海産物の漁場としても最適な条
件を鍛えている.このような有明海を総合的に開発利用するためには，その海象，気象，海水の
性状，浮泥の流動j示よび堆稜機構などについての科学的調盗に基づく，基礎資料の集積が必要で
ある.佐賀大学では昭和49年度以来， これらについての諮ft観加を行なってきている.
本報告は，これらのうち，海底土の土質ふ、よび，浮泥の堆積状況についての調査結果をまとめ
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たものである.
試料採取地点
供試土の採取地点は筑後]1ミオ筋と塩田}Iミオ
筋にはさまれる有明海湾奥部の浅海域に位置し
干潟の発達の悲しい範図である. この地域に9本
の測線を設定し関 lに示すような合計'481問所の
地点から採土器により海底土を採取した.
実験方法
採取した試料について，それぞれ土粒子の比重
試験ならびに粒度分析を行なった.実験の方法は
一般に行なわれている JISA 1202 .:b'よび JISA 
1204にしたがった.ただし試験に先立って採取
した土の除塩処理(透析用セノレローズチュープに試料を入れて， 481針潟水浸する)を行なった.
また粒度分析を行なう;協会，土の分散剤として 0.4規定のヘキサメタリン酸ソー夕、、 20ccを使用
した.な.:b'試験に際して試料土中にfすまれる貝ガラ片はすべて除去した.
試験結果と考察
土粒子の比重試験.:b'よび粒度分析結果てと表一l;b'よび間一2に示す.
1. 土紋子比重
浅海域にかけるこt枝子の比重は総体的には2.54-2.83であり，その変化の!描が比較的広しそ
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の母岩が多様にわたっていることを示している. この比重の伎を採土地点にそれぞれプロットし，
等比重線を撒くと図-3のようにまる. この結采，平津江川ミオ筋以来では比重は2.64-2.83とか
なり大きし特に鋼管No.7付・近に比震の大きい土がかHを形成している. しかし八回江から六角
川に近づくにしたがってこの依は徐々に小さくなる.そして六角川からの流れが恥協する有明干
拓の橋治'工区jij簡では 2.58程度まで低下する. さらに有明工区il1から境問JIミオ筋にかけては
2.60-2.69となって再びその伎は大きくなる傾向が見られる.また六角JIを赤色灯台から住ノ江
橋下へとさか上って行くにつれて比重の{庄は低下し 特に橋下では会測定値の中で最小の 2.543
となっている.前述のように福宮工区前面の比霊伎がほぼこれに等しし六角)1に:f:il積している
ものと問機の土が約 3km程度前面に広がっていると考えられる.
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表-1
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区分 自荷
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???????????????
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?
?
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分
10.0 
5.7 
14.0 
28.0 
15.0 
12.0 
12.0 
17.0 
11.0 
10.0 
17.0 
51.0 
10.7 
12.0 
57.0 
9.0 
13.0 
20.3 
18.0 
6.8 
9.3 
27.0 
39.0 
83.6 
74.0 
15.0 
76.0 
75.0 
67.7 
65.0 
82.2 
80.7 
56.0 
i七笈
2.670 
2.831 
2.724 
2.645 
2.696 
2.674 
2.696 
6.721 
2.698 
2.721 
2.669 
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20.3 
15.0 
39.4 
26.1 
28.8 
36.2 
12.9 
11.0 
17.5 
15.6 
13.9 
33.2 
42.3 
61.1 
68.7 
67.5 
2.678 
2.634 
2.709 
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2.702 
2.688 
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?
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????
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61.0 
67.0 
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63.5 
29.5 
57.5 
56.0 
10.0 
32.5 
31.0 
28.4 
25.6 
41.0 
38.0 
37.9 
56.0 
6.5 
2.0 
8.1 
10.9 
29.5 
4.5 
6.1 
34.0 
2.543 
2.580 
2.651 
2.633 
2.579 
2.596 
2.621 
2.681 
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??????
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λf 
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沖
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1.3 
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図一3 土粒子の等比重線 図-4 砂分の等合有率線(銘)
2. 粒皮
供試土に対してフノレイ分けと比主計による校度分析を行宏った. この結果，会試料共に粒子の
;設大粒径は 2.0mm以下である. これより，粒径2.0-0. 074mmを砂分， 0.074-0. 005mmをシ
ノレト分， 0.005mm以下を粘土分として， 留一2に示す粒径加稜曲線から， それぞれの含有百分率
を求めた.これを平碩的にプロットし等合有率線を描いたものを額-4-6に示す.これらの留
からその分布状況を見ると，砂分は平津江川沖に最も多く六角川へ近づくにつれて減少し六角
川ミオ筋をさらに商へいくと再び砂分の;誌が増す.これは土粒子比重の依の変化とほぼ対応し
粒:径の大きい粒子ほど比震が大きい鉱物から成っていることを示すものである.粘土分は六魚川
河口沖に広く分布してふ、り，六角川によって巡ばれる土が非常に粘土分に富んだものであると考
図-5 枚土分の等合有率線(%) 図-6 シノレト分の等合有E存続t(96) 
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えられる.概して砂分と逆の広がりを示している.さらにシルト分l玄海岸と沖合の中[h1.:b'よび流
入する河)1と河川の中間に多く分布している.
また校度分布の結来にもとづいて，砂分， シノレト分bよひ干占土分の合有率を3辺にとった三角
度主主によって土を10筏類に分類した名称を表-1に示している.さらに， これを記号によって採土
位置ごとに図-7に示す.この方法によって分類される名称を用いれば，八回江沖から六角)1ミオ
筋，さらに有明千妬前面の海苔漁場となっている浅海部は粘土分の多い粘土， シノレト質粘土， シ
ノレト質粘土ロームbよび粘土質ロームが卓越している.一方，筑後}I¥ミオ筋，早津江}I¥対1jコ、よび
海苔漁場より沖のやや深海部では砂分の多い砂，砂質ローム.:b'よびシノレト質ロームが多く分布し
ている.このような傾向をより明確にするために，調査地底を
1. 筑後川ミオ筋がよぴ平津江)11沖
I. 平手I!江)1ミオ筋ふ、よび八IT:I江主¥1
II. 六角川沖
IV. 有1]}千拓告IJ
の4地底に分けて，それぞれの地毘に属する地点の土の分析結来ごとに分類して，三角li襟にプ
ロットすると，関-8に示すように，地区ごとにか念りまとまった形で表示することができる.
~-7 三角ElI擦による分類
0 
"戸J
図-8 -=角度擦による土性の地区別分類
浮泥土佐轍盤調査
昭和50年変以来，浮泥の堆積遺品fよび洗郷f置を測定するために，東与賀地先の13個所に~土堆
積測定用測棒を設置しこの測梓の天端から潟溜までの長さを測定することによって，潟面の垂
直方向の変化f置を測定している. この結果，昭和51年8月初日の鵡定までに，測点によって異な
るが0-55cmの堆積最が認められ，浅海域の干潟がえま突に発達していることを確認した. 今後
は]!!に測定の精度を高めるため測定方法，装置の改良を行なっていく予定である.
あとがき
有明海にシける干潟の発達機構を解明するために，まず現在堆積している表臆土の土粒子比意
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試験bよび粒度分析を行ない，表時二tのこI::tl:の夜i的な変化をある程度犯揺することができた.さ
らに潟土の堆積量調i!tを継続して行てどうことによって，局所的ではあるが堆積の実態を昆.的に求
めることが可能となろう. しかし今後さらにこのような研究を推進していくためには，潟土の
発生起源を探るための粘土鉱物の分析，潟土の堆積i3:測定の高精度化，潮流による浮泥の巡動，
潟水中の微弱fl粒子(コロイ F) と海水の物理化学的相互作用，などの問題を解決していくことが
必要となろう.
摘 要
本:報告は，昭和49年度以来行なっている有明海の高度利用に関する誠奈研究のうち，海底土の
土1~;};、よび域磁状況についての結果をとりまとめたものである.調3ff地点 (48地点)は，有明海
浅海域で，年|習の干潟9ei主が特に悲しい純聞に位置している. この結果次のようなことが明らか
となった.
1) 土牧子比重は2.54-2.83とITHiJよく分布している. このうち筑後)1河口沖で最も大きく2.64
-2.83である. しかし六角川沖ではかなり小さい似を示す. さらに有rlfJ干拓沖では再び大きく
(2.60-2.69)なる.
2) 土の校皮をその粒子の粒径によって，砂分， シノレト分J:;i、よび粘土分に分類しそれぞれ百
分It，iを求め，これらの分布状況を考察すると，砂分は筑後川から多量に流入しその河口沖に堆
積している.一方，八泊江沖から六角川i対Iでは，微細な粘土分が多く存在し六角川下流域とほ
ぼ同様の粒皮組成である.また，中粒径のジノレト分は海岸と沖合の中間や河)1と河川!の中聞に多
く分布する.
3) 海底土の最大年照土佐は 55cmであった.
